
一般建築物
　・構造設計方針・モデル化の考え方

　・審査基準項目のチェック

　・構造図と構造計算書との照合

　・コンクリート量・鉄筋量の確認

　・入力内容（ﾁｪｯｸﾘｽﾄ）

　・計算結果異常の有無　など

　・一般建築物と同様な審査及び
　外部の実務専門家（第三者）に
　チェックを委託

特殊建築物（規模・用途）

　審査、確認内容

設計

建築　　　構造 　　　設備

建築確認申請

　建築主事または　指定確認検査機関

確認済書の交付

建　築　施　工

　　　ＪＳＣＡの役割

・数値の整合性など 　　　

チェック方法提案

・審査マニュアル作成と改

　定への協力

・審査員の教育プログラム

　の策定

・特殊建築物の審査支援

　など

構造設計者の業務とJSCAの提案する確認審査方法
高さが６０ｍ以下又は特別な構造方法によらない建物の場合
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図面作成

施主

構造設計者

の設計業務

構造計算書作成

結果を検証

基本設計

実施設計

構造計算

建物の

モデル化

構造計画

この手
順を繰
り返し、
設計を
進める

・計画建物
の特性を考
慮した適切
なモデル化

・構造計画とモデル

化の妥当性の検証

・食い違い

のチェック

構造計算書作成プログラム

複数の計算プログラム

表計算プログラム

手計算　等を活用して作成

構造計算書の作成

適切な方法を設計者が選択

確認審査機関
の業務範囲

構造設計者
の工事監理

検査

建物完成
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